
台風被害を受けて 

令和元年 10 月 25 日に発生した台風 21 号の影響により一宮川が氾濫、共同生活住居「ステラ」が水害に合いました。平成 26 年度に開所して初めての 

経験でした。私たちはいち早く利用者の安全の確保に努め、職員が手分けし利用者全員無事に避難することができました。 

翌日、「ステラ」を確認に行くと、周辺は水浸し。「ステラ」の外観にもくっきりと跡が残っていました。「あ…。床上浸水…。」玄関を開けると一面泥。

落ち込む暇もなく復旧活動開始しました。1 階に置いてあった荷物は水につかった状態。冷蔵庫も水の勢いで倒れていました。 

5 日間程で利用者は「ステラ」へ戻ることができましたが今も不自由なことは残っています。一つの災害がこんなに長期化するとは思いませんでした。

改めて自然災害の恐ろしさを実感しました。今回の経験を今後の防災対策に活かして行きたいと思います。 

 また、今回の災害で復旧作業への協力、支援物資、お見舞をいただきました。この場をお借りしてお礼を申し上げます。 

ありがとうございました。                                                     本 良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風経過 

 

台風１５号 
 

９月９日（月）午前３時ころ、台風１５が追うが千葉市に上陸、最大瞬間風速５７．５ｍを記録した。 

千葉県内では強い風と雨により特に南房総を中心として大きな被害があったが、停電が県内各地で発生した。 

・ウィズ（ヒュッゲ）隣地の木が折れフェンスと雨どいが壊れた。 

・ステラ利用者をヒュッゲに避難させた。（職員 1 名宿直） 

・じょいの電話・パソコンが長期に渡り、つながらなかった。 

・ＡＲＵＫＵで雨漏りがあった。カフェあるくの日よけの一部が飛んだ。 

・富津市に職員 6 名派遣・館山市に職員 1 名派遣 



 

台風１９号 

 

１０月１２日（土）大型の台風１９号が１５号と同様のコースをたどって日本に接近。 

１９時頃伊豆半島に上陸後、神奈川、東京を通過し２１時ごろをピークに東北へ抜けた。 

・ステラの利用者を茂原小学校に避難させた。（職員 1 名宿直） 

・女子はヒュッゲに避難した。（職員 1 名宿直） 

 

台風２１号 

 

１０月２５日（金）、午後から雨が強まり河川の氾濫、道路の冠水、家屋の浸水が発生した。 

・ステラ利用者をヒュッゲに避難させた。（職員 1 名宿直） 

・ウィズ利用者１名仕事場から戻れず、一夜を千葉のマクドナルドで過ごした。 

・ステラが床上浸水５2ｃｍとなった。泥の掃き出し、消毒を行った。 

・１Ｆの居室利用者の物品が被害を受けた。 

・冷蔵庫が冷凍庫になり修理した。 

・未だ断熱材交換を交渉中である。 

・じょいでは、昼食後送迎した。 

・ＡＲＵＫＵでは、２時過ぎに利用者を送ったが、すでに大網・茂原方面で冠水がひどく送りに時間を要した。 

利用者 1 名は自宅が冠水し、ヒュッゲに避難した。  

 

 


